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評価 説明

1
学校は、学校教育目標「なまぶ　きたえる　おもい
やる」に向かって教育活動を進める努力をしてい
る。

Ａ A

2
学校は、学校や学年・学級の教育方針が、授業や
児童の活動に表れるよう努力している。

Ａ A

3
学校は、地域とともに教育活動を実践することで、
児童に郷土を愛する心を育むよう努力している。
（社会に開かれた教育課程）

Ａ A

4
学校は、児童が成長を実感できるよう教育活動の
実践に努力している。【児童一人一人を確実に伸
ばす教育の推進】

Ａ B

5
学校は、笑顔あふれる学校づくりに向け努力して
いる。【安心・安全の確保、不登校児童0、いじめ0】

Ｂ A

6
本校職員は、児童の学習意欲を高め、児童を伸ば
せる教師となれるよう努力している。

Ａ B

7
学校は、児童が落ち着いて学習に取り組めるよう
努力している。

Ｂ B

8
学校は、児童が基礎的基本的な学力を身につけら
れるよう努力している。

Ｂ B

9
学校は、児童が主体的に体育学習に取り組む授
業や体力向上につながる取組を実践する努力をし
ている。

Ｂ B

10
学校は、道徳の授業等を核とし、児童が道徳的実
践力を身につけられるよう努力している。

Ａ B

11
学校は、児童にあいさつができるよう適切に指導し
ている。

B A

12
学校は、児童に正しい言葉づかいができるよう適
切に指導している。

Ｂ B

13
学校は、児童に時間を守って生活できるよう適切
に指導している。

Ｂ A

14
学校は、児童にきまりを守って生活できるよう適切
に指導している。

Ａ B

15
学校は、児童に業間休みや昼休み等の外遊びを
促す努力をしている。（体力向上）

Ｂ A

16
学校は、児童のけが・病気等へ適切に対応する努
力をしている。（健康安全教育）

Ａ A

17
学校は、児童の実態に合わせて、好き嫌いなく食
べるよう努力している。（食育）

Ｂ B

18
学校は、教育活動に関する様々な情報を積極的
に提供している。（学校だより、学年だより、学校
ホームページ、メール等）

Ａ B

19
学校は、保護者や地域と連携・協力し、教育活動
を行っている。（学校公開・授業参観・個人面談等）

Ａ A

（様式）

令和６年度　狭山市立堀兼小学校学校関係者評価表
学校が行った自己評価の結果及びそれを踏まえた今後の改善方策について評価する。
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評価項目
自己評価 学校関係者評価委員から

評価（文章表記）

【評価の目安】
　Ａ：よくできている。　　（90%以上）
　Ｂ：概ねできている。　　（85%以上）
　Ｃ：あまりできていない。（70%以上）
　Ｄ：できていない。　　　（70%未満）
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･「学校は、学校教育目標に向かって教育活動
を進めるよう努力している」の項目が、保護者
評価98.8％が肯定的評価であった。
・「学校は、学校や学年・学級の教育方針が、
授業や児童の活動に表れるよう努力してい
る」の項目で、保護者評価95.9％が肯定的評
価であった。
・「地域とともに教育活動を実践することで、児
童に郷土を愛する心を育んでいる」の教職員
評価項目で、100％の達成評価であった。
・「児童が成長を実感できるよう教育活動に取
り組んでいる」の教職員評価項目で、100％の
達成評価であった。
・「笑顔あふれる学校づくりに取り組んでいる」
の教職員評価項目で、93.8％の達成評価で
あった。
・「児童の学習意欲を高め，児童を伸ばせる教
師となれるよう努力している」の教職員評価項
目で、100％の達成評価であった。

・先生方の自己評価より全体的に良好な印象を受
けます。
・学校運営の全ての側面を拝見出来ているわけで
はないのですが、私が関わっている側面を見る限
り、生徒に寄り添い、地域性を活かした運営をされ
ていると思います。また、改善すべき点を早期に
解決できるような努力をされており、それらの行動
を行える先生が多数いらっしゃるように思います。
・子供達1人1人に合わせ色々提案してくれている
と思います。些細な事でもしっかりと対応して下さ
るので安心しております。
・令和６年度の学社連携事業として、「ひまわりの
種まき」、「郷土かるたを学ぼう」、「ふる里ほりか
ねの民話を聞こう」の３事業を実施（予定を含む）
することができ、児童の郷土愛を育むことへの一
助となったのではないかと思っております。今後
は、さらに学校との連携を強化し、地域とともに子
供たちの成長を暖かく見守っていきたいと考えて
おります。５番については、教職員、保護者ともに
Aの割合が多く、私自身も小学校に関わっている
中で実感したことからAと評価いたしました。

・「落ち着いた行動の実践指導に努めている」
の教職員評価項目で、93.8％の達成評価で
あった。
・「学校は、児童に確かな学力を身につけさせ
るために、わかる授業を実践する努力をして
いる」の項目で、保護者評価90.7％が肯定的
評価であった。次年度以降も研修等をとおし
て、わかる授業展開の工夫を行っていく。
・「主体的に体育学習に取り組む授業や体力
向上につながる取組を実践している」の教職
員評価項目で、92.3％の達成評価であった。
・「道徳の授業を核とし、道徳的実践力を身に
付けさせている」の教職員評価項目で、100％
の達成評価であった。

・学級数が少ないため、進級後も同じクラスメイトからの影響を受けやす

い状態にあると感じます。よって、学習への取り組み姿勢は、学校だけで

なく家庭での取り組みも含めた視野が必要になってきていると感じてい

ます。

・学習に関する事はほぼ保護者という観点からの意見になってしまいま

すが、様々な教科で年間を通して子ども達が楽しく学べるような努力をさ

れていると思います。

・細かいところまで見て頂いて説明もきちんとあるので安心してます。

・教職員の自己評価、保護者のアンケートに基づいての評価となります。

教職員としては、児童が学習する場としての環境を整えることに努力さ

れていますが、学力向上についての項目で教職員は６割がＡと評価して

いるのに対し、保護者は３割弱がＡ、６割がＢの評価であることから、学

校と保護者者間での評価に齟齬が生じており、教職員（学校）側が保護

者へ寄り添っていく努力が必要と感じました。７番について、私個人とし

ましては、学校として教職員が一丸となり児童が学習する場としての環

境を整えることに努力されていることから、Aと評価いたしました。
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・県質問調査「相手の顔を見て、はっきりあいさつをすること
ができていますか」（４・５・６年平均）では、肯定的な回答が
75.1%であった。
・県質問調査「時と場に応じた正しい言葉づかいができてい
ますか」（５・６年平均）では79.2％、「相手の気持ちを考え、
やさしい言葉づかいができていますか」（４・５・６年平均）の
肯定的な回答が81.3％であった。
・県質問調査「授業や活動の始まる時こくを守ることができ
ていますか」（４・５・６年平均）では87.3％、「人の集まるとこ
ろではしずかにし、しせいを正すことができていますか」（４・
５・６年平均）の肯定的回答は80.2%であった。正しい言葉遣
い等、教職員が手本となる規範意識を高めた指導を行って
いる。
・「「いじめ防止対策推進法」に基づき、児童理解に基づく、
未然予防のための積極的な生徒指導を実践している。」の
教職員評価項目で、100％の達成評価であった。

・日々の学校生活で根気のいる指導を丁寧にしてい
ると感じます。多くを目にしてはいませんが、児童にも
熱意は伝わっていると思います。
・学校ですれ違う子どもたちの大半が挨拶をしてくれ
ます。読み聞かせの際や放課後教室の際も、私達大
人の話を聞く際には静かに耳を傾けてくれる様子をみ
ると日々の先生方の努力・ご指導に尽きると思いま
す。
・学校に伺う事が多いのですがほとんどの生徒さんは
挨拶してくれるようになってると思います。挨拶や話な
どで間違った言葉遣いをしている時は先生が指導し
て下さってます。
・１１番について、登下校や校内等でいつも明るくあい
さつをしてくれます。適切な指導をされていることを実
感していますことからAと評価いたしました。

・新体力テスト（全学年）のA評価12.0％、Ｂ評価
29.8％、Ｃ評価27.6％、Ｄ評価22.6％、Ｅ評価8.8％で
あった。
・「業間休みや昼休み等、児童に外遊びを促し、見届
けを行っている」の教職員評価項目で、92.9％の達成
評価であった。
・「児童のけが・病気等への健康安全指導や、適切な
対応をしている」の教職員評価項目で、100％の達成
評価であった。
・「児童の実態に合わせて、好き嫌いなく食べるよう指
導している」の教職員評価項目で、92.3％の達成評価
であった。

・校庭の広さを活用し外遊び等を通じて体力向上に努めていると

感じます。怪我・病気への対応も行き届き、健康や体力への配慮

がなされています。

・休み時間、先生方が子どもたちと遊ぶ様子を見かけます。先生

方が一緒に遊んでくださることで子どもたちが楽しく遊べると共に

何かあった際の迅速な対応にも繋がっていると思います。最近の

子供達は帰宅すると習い事を多数していたり、ゲームなど室内で

の遊びに興じることが多いと思いますので、これからも広いグラン

ドを有意義に使用していただき、身体を動かす時間を多数作って

いただきたいです。

・児童に合わせ声掛けして頂いてます。

・「学校だより、学年だより、保健だより等を適切に発
行している」の項目が、保護者評価98.4％が肯定的評
価、「学校便り、メール、ＨＰを活用し、情報発信に努
めている」の教職員評価項目で、100％の達成評価で
あった。
・「家庭・地域（ボランティア）と連携し、教育活動の充
実を図る努力をしてい」の項目が、保護者評価98.3％
が肯定的評価であった。

・これからの取り組みも含め、地域への発信は積極的に取り組んでいると思います。地域との連携をより深める

ために学校を知ってもらうための取り組みを今後期待したいと思います。

・小学校の様子がわかる学校だよりが以前は自治会に配布していたのですが、今は配布していないのは残念

です。（個人情報等の観点だと思うのですが…）ちなみに堀兼中学校は最近また自治会配布されています。ま

た、幅広い年齢層がスマートフォンやパソコンを活用できる時代になっていますのでホームページも活用出来れ

ば良いのでは、と思います。

・学年関係なく子供達の様子や状況など気さくに話をして頂いているので先生方には感謝しております。

・地域の情報や公民館事業等のチラシ配布、ポスター掲示、スクリレを通じて発信いただき感謝しております。

今後も、情報提供をしていくことで、少しでも多くの児童、保護者、学校関係者の皆さんが事業に参加いただき、

地域とのつながりを深め、地域へ開かれた学校となっていくよう地区センター・公民館としても努力して参りたい

と思います。今後も情報発信へのご協力をお願いいたします。


